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-1995年 6月秘 ―

吐 万klLグロス
ー カ)

順

位 国 名

運  転  中 建 設
~耳
戸 計 画  中 ハ

ロ 計
出  力 基 数 出  力 基 数 出  力 基 数 出  力 基 数

1 米 国 10,474。 1
０
コ
Ａ
υ
ｌ
■ 121。 1 10,595。 2

ｎ
ｖ

2 フ ラ ン ス 5,979.3 〓
υ
貫
Ｊ 730.0

Ｅ
Ｕ 303.0

り
‘ 7,012.3 ●

‘
ｒ
υ

3 日 本 4,053.1 ０
コ
′
電 499.7 Ｅ

υ 165.0
０
こ 4.717.8 ２

０
■
Ｊ

4 ド イ ツ 2,392.0 ０
４ 2,392.0 り

‘

5 ロ  シ  ア 2,125.6 ａ
ｖ
つ
‘ 540.0 ２

０ 749.6
０
● 3,415.2 Ｅ

Ｊ
′
■

6 カ ナ ダ 1,669。 9
り
‘
●
乙

1,669。 9
０
‘
０
こ

7 英 国 1,291.5 ■
■
り
０ 125。 8 486.4 4 1,903.7 ｎ

Ｊ
り
０

8 ウクライナ 1,288.0
′
電 600.0 ２

０ 1,888.0 Ａ
υ
Ｏ
‘

9 スウェ‐デン 1,036.9
０
こ

1,036。 9
０

‘

ｎ
ｖ 韓 国 86116 10 510.0 ｒ

ｏ 400.0 4 1,771.6 ｎ
Ｖ
Ｏ
こ

ス ベ イ ン 740.0
Ｏ
Ｊ 381.0 4 104.0 1,225.0 ■

■
０
‘ ベ ル ギ ー 580.9

ワ
ー

580。 9
，
‘

０
０
ム
ロ 湾 514。 4

２
０ 260.0

０
こ 774.4

０
０

4 ブルガリア 376.0
２
０ 376.0

２
９

15 ス  イ ス 317.5
Ｅ
Ｊ 317.5

〓
υ

２
０ リ トアニア 300.0

０
こ 300.0

り

‘

ワ
‘ フィンランド 240.0

′
” 240.0

■
■

０
０ 中 国 210.0

，
０ 120.0

り
ι 1,397.0 14 1,727.0

０
コ

ｎ
Ｊ イ  ン  ド 195.5

Ａ
Ｖ 188.0 ｒ

ｕ 188.0
ａ
９ 571.5 り

‘
り
ι

Ａ
Ｖ
り
ι 南アフリ

・
カ 193.0

り

ι 193.0
０
４

０

４ ハンガリー 184.0
′
電 184.0 ■

■

り
ι
０
４ チ  ェ  コ 176.0

４

■ 194.4
０
こ 370.4

２
０

つ
０
つ
ん ス ロバキア 174.0

′
” 176.0

４
■ 350.0

０
０

′
■
０
４ メ キ シ コ 135.0

り

‘ 135.0
り
乙

Ｅ
Ｊ
０
４ アルゼンチン 100.5

０
こ 74.5 175.0

り
０

２
０
０
‘ ス ロベ ニ ア 66.4 66.4 1
ワ
ー
０
４ プ ラ ジ ル 65.7 1 261.8

り

ι 811.2
ｒ
Ｄ 1,138.7

ａ
Ｊ

０
０
９
４ オ ラ ン ダ 53.9

り

ι 53.9
０
こ

０
コ
リ
‘ カザフスタン 15.0 1 15.0 1
ｎ
υ

，
０ バキス タン 13.7 1 32.5 1 46.2

Ｏ
ι

０
０ ル ー マニ ア 330.0

〓
Ｊ 33010

Ｅ
Ｊ

り
‘
つ
０ イ ラ  ン 229.3

０

ル 152.0
′
■ 381.3

２
０

つ
０
つ
０ キ ュ ー バ 88.0

り
‘ 176.0

′
” 264.0

ｒ
ｏ

′
■
つ
０ ト ル  コ 274.6

り
０ 274.6

●
●

Ｅ
Ｊ
０
０ エ ジ ブ ト 187.2

０
こ 187.2

り

‘

２
０
つ
０ タ イ 100.0 100.0 1
ワ
‘
り
０ イスラエル 55.0 55.0
ハ
ロ 計 35,823.5 ０

０
９
ι
“
電 5,202.1

２
０ 5,809.0 ０

フ
２
９ 46,834.6 ０

０
■
υ
Ｅ
じ

注1: 順位は運転中の設備容量順を原則とし,順次,建設中および計画中の容量順とした。



5θ 第 4章  ナトリウム技術

表 41 液体金属の熱的性質――軽水との比較

ナ トリウム

Na

カ リウム

K

NaK

(Na亀%)

水  銀
1lg

軽  水
I120

温 度 `I℃ 〕
圧 力 P ratm〕
密 度 ρ〔kg′ m3〕
比 熱 Cp ttkcallkg C〕

粘 度 μ〔kg/m sec〕
動粘性係数 ン〔m3SecI
熱伝導率 々〔kCal,mh℃〕

300

1 00

880

0 316

343× 104

0392× 106

60 0

300

1 00

770

0 185

245× 10~4

0318× 106

35 0

300

1 00

809

0 212

282× 10~4

0349× 106

22 0

300

1 00

12,880

0 0323

951× 104

00738× 10~6

119

300

87 61

713

1 36

092× 10~4

0129× 106

0 340

熱伝導率
*方 〔kcal T:■ じ〕 192,400 48.563 43,725 45,850 32,340

*″ =5m/sec ど̀=t
計算式 液体全員

]場合

―T025ρθ。8,軽水 しヽ=0023R′いP/。 4
７
　
　
〓

する腐食性|わ |=|こ

い .

(5)値段が比較it安 、ヽ

(6)比重は 1以下でモ | ギ

な くてすむ .

(7)電気伝導度が高い=て .

使用できる .

これに対 して欠点として 1ま ,

´
（
ヽ 表 42 ナ トリウムの物性

三子香子 11    融解の体積膨張  25%
融解の潜熱    27 05 caソ g

原 子 童 229898  蒸発の溶熱   1005 caソ g

97 83

882 9

一
一

一
　

・
ヽ

一一一ふ

一

一
一

．

865× 108
137X102
3 54× 10 1

391

(1)(ヒ学的に活性であ り,と くi■ 二

反応するので漏洩対策を講 じてお 二

る .

(2)常温で『 1体なので系統 lユ 1ま

必要である。

表 43 ナ トリウムの化学反■■

ナ トリウム

８４

「
〓
「
）
“

〓
″
■

■

物

素

素

素

酸

窒

水

活性大

無反応

300℃ 以上では活性大

反応大

反応し Na2C2生成

反応し NaNH2を 生成
液体アンモニア中以外ではカルボニ

を生成せず

反応

発火

反応

緩慢に反応

反応せず

かなり激しく反応

非常に激しく反応
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